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	製品名: CREB-1（リン酸化Ser142）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNA結合タンパク質のロイシンジッパーファミリーに属する転写因子をコードしています。このタンパク質は、八量体パリンドロームであるcAMP応答性エレメントにホモ二量体として結合します。このタンパク質はいくつかのプロテインキナーゼによってリン酸化され、cAMP経路のホルモン刺激に応答して遺伝子の転写を誘導します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2016年3月]、疾患：CREB1に関連する染色体異常は、血管腫様線維性組織球腫（AFH）[MIM:612160]と関連しています。 CREB1との転座t(2;22)(q33;q12)は、この腫瘍型で最も一般的な遺伝子異常であるEWSR1/CREB1融合遺伝子を生成します。,機能:このタンパク質は、多くのウイルスおよび細胞のプロモーターに存在する配列であるcAMP応答エレメント（CRE）に結合します。CREBはCREに結合すると転写を刺激します。転写活性化は、Ser-133のリン酸化とは独立して作用するTORCコアクチベーターによって促進されます。概日リズムの同期に関与しています。,PTM:リン酸化によって刺激されます。SCNにおけるSer-133とSer-142の両方のリン酸化はCREBの活性を調節し、概日リズムの生成に関与しています。Ser-133のリン酸化はCREBBPの結合を可能にします（類似性による）。 DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによるものと考えられる。,類似性：bZIPファミリーに属する。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,類似性：1つのKID（キナーゼ誘導性）ドメインを含む。,サブユニット：PPRC1と相互作用する。二量体としてDNAに結合する。この二量体はマグネシウムイオンによって安定化される。bZIPドメインを介して、コアクチベーターTORC1/CRTC1、TORC2/CRTC2、TORC3/CRTC3と相互作用する。Ser-133がリン酸化されると、CREBBPに結合する。,
	研究分野
	抗原処理と提示、メラニン形成、ハンチントン病、前立腺癌。
	画像データ
	

	CREB（リン酸化Ser142）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CREB（リン酸化Ser142）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CREB（リン酸化Ser142）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したHeLa細胞ライセートのCREB（リン酸化Ser142）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化CREB-1（S142）ポリクローナル抗体を1：500に希釈して各種細胞をウェスタンブロット解析した。
	

	リン酸化CREB-1（S142）ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHeLa細胞のウエスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

